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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成21年12月17日(2009.12.17)

【公開番号】特開2008-187641(P2008-187641A)
【公開日】平成20年8月14日(2008.8.14)
【年通号数】公開・登録公報2008-032
【出願番号】特願2007-21421(P2007-21421)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｎ   7/173    (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/765    (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/92     (2006.01)
   Ｇ１１Ｂ  27/00     (2006.01)
   Ｇ１１Ｂ  20/12     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｎ   7/173   ６３０　
   Ｈ０４Ｎ   5/91    　　　Ｌ
   Ｈ０４Ｎ   5/92    　　　Ｚ
   Ｇ１１Ｂ  27/00    　　　Ｄ
   Ｇ１１Ｂ  20/12    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成21年10月29日(2009.10.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　映像コンテンツデータを取得して蓄積部に記録し、当該蓄積部に記録された映像コンテ
ンツデータから映像を再生することが可能な映像記録再生装置であって、
　前記蓄積部に記録された映像コンテンツデータに対して、アップコンバート処理を実行
可能なアップコンバート処理手段と、
　前記映像コンテンツデータのアップコンバート処理に要する処理時間を予測する予測手
段と、
　前記映像コンテンツデータの視聴期限を示す視聴期限情報及び前記映像コンテンツデー
タの再生時間を示す再生時間情報を取得する取得手段と、
　少なくとも前記予測手段で予測された処理時間と前記再生時間情報とを現在時刻に加算
した時刻情報を生成し、当該時刻情報と前記視聴期限情報とを比較することで、前記映像
コンテンツデータのアップコンバート処理の要否を判定する制御手段と、を有することを
特徴とする映像記録再生装置。
【請求項２】
　前記アップコンバート処理手段は、処理時間に相違を生じる複数のアップコンバート処
理を実行可能であり、
　前記予測手段は、前記映像コンテンツデータのアップコンバート処理に要する処理時間
を、前記複数のアップコンバート処理毎に予測し、
　前記制御手段は、前記予測手段で予測された複数の処理時間毎に時刻情報を生成して、
当該各時刻情報と前記視聴期限情報とを比較することで、前記映像コンテンツデータのア
ップコンバート処理の要否を判定することを特徴とする請求項１に記載の映像記録再生装
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置。
【請求項３】
　前記制御手段は、前記処理時間と前記再生時間情報の他に予め定められた猶予時間情報
を現在時刻に加算して時刻情報を生成し、当該生成した時刻情報と前記視聴期限情報とを
比較することを特徴とする請求項１または２に記載の映像記録再生装置。
【請求項４】
　前記視聴期限情報は、前記映像コンテンツデータが新しい映像コンテンツデータに更新
される時刻を示す更新時刻に関する情報であり、前記取得手段は、前記更新時刻に関する
情報を当該映像コンテンツデータの更新履歴情報を用いて求めることを特徴とする請求項
１乃至３のいずれか１項に記載の映像記録再生装置。
【請求項５】
　映像コンテンツデータを取得して蓄積部に記録し、当該蓄積部に記録された映像コンテ
ンツデータから映像を再生することが可能な映像記録再生装置の制御方法であって、
　前記蓄積部に記録された映像コンテンツデータに対して、アップコンバート処理を実行
可能なアップコンバート処理ステップと、
　前記映像コンテンツデータのアップコンバート処理に要する処理時間を予測する予測ス
テップと、
　前記映像コンテンツデータの視聴期限を示す視聴期限情報及び前記映像コンテンツデー
タの再生時間を示す再生時間情報を取得する取得ステップと、
　少なくとも前記予測ステップで予測された処理時間と前記再生時間情報とを現在時刻に
加算した時刻情報を生成し、当該時刻情報と前記視聴期限情報とを比較することで、前記
映像コンテンツデータのアップコンバート処理の要否を判定する制御ステップと、を有す
ることを特徴とする映像記録再生装置の制御方法。
【請求項６】
　前記アップコンバート処理ステップでは、処理時間に相違を生じる複数のアップコンバ
ート処理を実行可能であり、
　前記予測ステップでは、前記映像コンテンツデータのアップコンバート処理に要する処
理時間を、前記複数のアップコンバート処理毎に予測し、
　前記制御ステップでは、前記予測ステップで予測された複数の処理時間毎に時刻情報を
生成して、当該各時刻情報と前記視聴期限情報とを比較することで、前記映像コンテンツ
データのアップコンバート処理の要否を判定することを特徴とする請求項５に記載の映像
記録再生装置の制御方法。
【請求項７】
　前記制御ステップでは、前記処理時間と前記再生時間情報の他に予め定められた猶予時
間情報を現在時刻に加算して時刻情報を生成し、当該生成した時刻情報と前記視聴期限情
報とを比較することを特徴とする請求項５または６に記載の映像記録再生装置の制御方法
。
【請求項８】
　前記視聴期限情報は、前記映像コンテンツデータが新しい映像コンテンツデータに更新
される時刻を示す更新時刻に関する情報であり、前記取得ステップでは、前記更新時刻に
関する情報を当該映像コンテンツデータの更新履歴情報を用いて求めることを特徴とする
請求項５乃至７のいずれか１項に記載の映像記録再生装置の制御方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　上記目的を達成するために、本発明の映像記録再生装置は、映像コンテンツデータを取
得して蓄積部に記録し、当該蓄積部に記録された映像コンテンツデータから映像を再生す
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ることが可能な映像記録再生装置であって、前記蓄積部に記録された映像コンテンツデー
タに対して、アップコンバート処理を実行可能なアップコンバート処理手段と、前記映像
コンテンツデータのアップコンバート処理に要する処理時間を予測する予測手段と、前記
映像コンテンツデータの視聴期限を示す視聴期限情報及び前記映像コンテンツデータの再
生時間を示す再生時間情報を取得する取得手段と、少なくとも前記予測手段で予測された
処理時間と前記再生時間情報とを現在時刻に加算した時刻情報を生成し、当該時刻情報と
前記視聴期限情報とを比較することで、前記映像コンテンツデータのアップコンバート処
理の要否を判定する制御手段と、を有する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　また、上記目的を達成するために、本発明の映像記録再生装置の制御方法は、映像コン
テンツデータを取得して蓄積部に記録し、当該蓄積部に記録された映像コンテンツデータ
から映像を再生することが可能な映像記録再生装置の制御方法であって、前記蓄積部に記
録された映像コンテンツデータに対して、アップコンバート処理を実行可能なアップコン
バート処理ステップと、前記映像コンテンツデータのアップコンバート処理に要する処理
時間を予測する予測ステップと、前記映像コンテンツデータの視聴期限を示す視聴期限情
報及び前記映像コンテンツデータの再生時間を示す再生時間情報を取得する取得ステップ
と、少なくとも前記予測ステップで予測された処理時間と前記再生時間情報とを現在時刻
に加算した時刻情報を生成し、当該時刻情報と前記視聴期限情報とを比較することで、前
記映像コンテンツデータのアップコンバート処理の要否を判定する制御ステップと、を有
する。
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